
令和５年６月定例会 一般質問発言通告一覧 

令和５年６月２７日  

【一般質問】 

令和５年６月２７日（火）午前９時３０分から（発言者６人） 

順 質  問  者 質      問      事      項 

１ 
藤 岡 康 治 

（民政会） 

産業 

○ 京都フードテックについて 

・ 京都府の基本構想とフードテック構想が進めば綾部市にどんな利

点があるのか 

・ 京都の食文化を広げるために綾部市産の作物を活用できるのか 

・ フードテックの目的に合った米粉の研究施設を整備してはどうか 

○ 物流拠点について 

・ 京都府の構想と実現性は 

・ 自動運転を見据えた物流拠点候補地について 

 

交通 

○ ＪＲ山陰本線綾部－園部間複線化について 

・ 綾部市のこれまでの活動は 

・ 北京都の市町連携で前進を 

 

保健予防 

○ 糖尿病（２型）対策について 

・ 市民の糖尿病の状態は（透析患者数など） 

・ 糖尿病予防教室や市民勉強会など情報提供の実施は。健康診断後

予備軍に対し呼びかけは 

・ 医療機関や団体と連携をとっているのか 

・ 測定キットに対し補助は 

・ 透析患者に対し通院の補助は 

・ 糖尿病患者・メタボ者に対し水夢の利用料を半額にしては 

 

２ 
渡 辺 小百合 

（公明党） 

財政・商工 

○ 物価高騰支援地方交付金について 

・ 物価高騰支援地方交付金の活用事業は 

・ 前年度販売のプレミアム付き商品券の販売数と使用率は 

・ プレミアム付き商品券販売に対し、問題点と今後の課題は 

・ プレミアム付き商品券販売、全市民への配布事業の今後の取組は 

 

保健 

○ 帯状疱疹ワクチンについて 

・ 助成制度を導入した予防接種の内容は 

・ 助成制度を利用して予防接種を受けた件数は 

・ 帯状疱疹ワクチンの助成金並びに定期接種に対する考えは 

 

教育 

○ 不登校対策について 

・ 不登校の子どもを持つ保護者に対し、教職員の対応は 



・ 近年の教育支援センターへの相談件数は 

・ 不登校の子どもの保護者の会の設置は 

 

３ 
渡 辺 弘 造 

（創政会） 

防災 

○ 市指定避難所の開設状況について 

・ 警戒レベル３の避難所開設方法変更の詳細は 

・ 避難のタイムライン作成の自治会数は 

・ タイムライン作成済み自治会の内、自主避難所を策定されている

自治会数は 

・ 避難者が少ない状況について今後の方策は 

 

消防 

○ 消防団について 

・ 災害対応の各分団の装備は 

・ 充足率についての考えは 

・ 免許証取得への補助制度は 

・ 機能別消防団員設立に向け取り組んでいる分団は 

・ 機能別消防団の活動範囲の拡大の検討は 

 

観光 

○ あやべ温泉の経営について 

・ 経営診断の結果は 

・ 里山交流センターには宿泊施設を整備、あやべ温泉では廃止の理

由は 

・ 今後の経営の方向性は 

 

４ 
高 橋   輝 

（創政会） 

農業振興 

○ 食料安全保障上のリスクについて 

  ・ 本市の農家の農業経営の状況は 

○ 将来を見据えた食料安全保障の強化について 

・ 地域農業を支える担い手の育成について 

・ 地域計画の概要や農地集積・集約化の推進について 

○ 今後の食料安全保障の強化について 

・ みどりの食料システム戦略について 

・ スマート農業・農業 DX について 

・ 亀岡市にある農林水産技術センターの移転について 

 

まちづくり 

○ 都市計画マスタープランの改定について 

・ 見直しの背景について 

・ まちづくりにおける課題は 

・ 改正の主なポイントは 

○ 高津駅周辺のまちづくりについて 

 ・ 高津駅周辺のまちづくりの方向性は 

  ・ 踏切拡幅と市道全面拡幅計画は 

  ・ 豊里から通学する学生の安全確保について 

・ 広域農道沿いはほ場整備を 

 



５ 
安 藤 和 明 

（民政会） 

地域活性化 

○ スローライフ・フォーラムｉｎ綾部から学ぶ綾部の活性化について 

・ 参加の概要やフォーラム開催によって得られたことなど総括を 

・ フォーラムで示された内容を各地域で活かす横展開について 

・ 水源の里も含め地方同士が連携する「互産互消」について 

 

防災 

○ 出水期の防災対策について 

・ 古川樋門の由良川への排水管理について 

・ 大野ダムの事前放流の概要について 

・ 由良川の堤防完成と河床掘削の現状・計画について 

・ 府や市の管理河川の堤防整備について 

・ 土砂災害警戒区域の旭ヶ丘川砂防事業の進捗状況は 

 

国際交流 

○ 綾部に暮らす外国人への支援について 

・ 在日外国人就労者の綾部市での居住状況は 

・ 企業の労働力不足と外国人雇用の現状、雇用政策は 

・ 居住外国人へのごみ出しルールや生活上の様々な支援、児童生徒

への教育支援、乳幼児への保育予防接種は 

・ 第６次綾部市総合計画の「多文化共生のまちづくり」とは 

・ 国際交流協会との連携や更なる支援について 

・ 多文化共生社会実現への基本方針と実行計画の策定は 

 

６ 
梅 原 哲 史 

（創政会） 

教育 

○ 今後の放課後学級の在り方について 

  ・ 令和５年度放課後学級の利用状況は 

・ 放課後の過ごし方に関するアンケート調査の実施は 

・ 利用者目線での事業拡充は 

・ 放課後児童支援員に関する現状とは 

 

市民協働 

○ 自治会との新たな連携について 

・ 自治会の現状認識は 

・ 自治会の支援体制の課題とは 

・ 自治会加入を借上型市営住宅の入居条件にできないのか 

・ 男女共同参画の観点から女性会長の拡大に向けて 

・ 自治会女性役員参画推進補助金の設置は 

 

都市下水 

 ○ 雨水出水浸水想定区域図について 

  ・ シミュレーションとは、どのような内容なのか 

・ 市街地の状況変化をどのように捉えているのか 

 

 



【一般質問】 

令和５年６月２８日（水）午前９時３０分から（発言者５人） 

順 質  問  者 質      問      事      項 

７ 
後 藤  光 

（創政会） 

教育 

○ 「あいルーム」について 

・ 設置に至る背景は 

・ 事業の内容と体制について 

・ 実施状況について 

・ 現在の課題と今後の計画について 

 

福祉 

○ 生活困窮者への支援について 

・ 自立相談支援事業の状況について 

・ 生活福祉資金（コロナ特例貸付）の貸付状況は 

・ 償還免除の状況は 

・ 償還免除の方への支援状況は 

 

８ 
塚 﨑 泰 史 

（日本共産党） 

保健・福祉 

 ○ 銭湯閉店に伴う市民への影響と今後の対応について 

・ 入浴機会の確保が困難になる市民に対する状況把握は 

・ 公衆浴場の果たしてきた歴史的社会的役割と地方自治体の任務は 

・ 入浴機会が困難になった市民の困りごとに寄り添った支援を 

 

市民生活 

○ 医療保険証廃止に伴う影響と対策について 

・ マイナンバーカードの現状と課題は 

・ デジタルの活用による目指す社会は 

・ マイナ保険証の運用状況及び資格確認書の申請が困難な方への支

援について 

 

９ 
吉 崎 篤 子 

（日本共産党） 

農業 

○ 耕作放棄地を減らす施策について 

・ 耕作放棄地の実態と対策は 

・ 地域の担い手の実態と支援は 

○ 環境に配慮した農業の推進について 

・ 土作り・減農薬・化学肥料の低減・プラスチック資材の使用軽減

等の栽培の現状は 

・ 環境と調和のとれた「みどりの食料システム法」に基づく事業の

展開は 

 

介護 

○ 介護予防の推進について 

・ 通所介護サービスと総合事業の違い、財源は 

・ 総合事業の内容と効果・課題は 

・ 既存の建物を活用した介護予防事業の拡充の検討を 

 



10 
片 岡 英 晃 

（民政会） 

商工 

 ○ カスタマーハラスメントについて 

・ 市内の流通・サービス業等でのカスタマーハラスメントの実態を

把握しているか 

・ カスタマーハラスメントの撲滅に向けた啓発を 

 

観光 

○ 観光振興について 

・ 近年の観光入り込み客数は 

・ 水源の里トレイルランの効果は 

・ 豊かな自然を活かしたアクティビティの充実と広報戦略が必要で 

 は 

 

下水道 

 ○ 下水道事業について 

・ 本市の普及率と水洗化率の推移は 

・ 接続に対する補助制度は 

・ 水洗化率向上への施策は 

・ 料金の滞納状況の推移は 

・ 滞納者への対応は 

 

行政改革 

 ○ 業務改善提案について 

・ 近年の業務改善提案の件数とその内容は 

・ 具体的テーマを設定し個人ではなく、改善サークルを作り、活動

を展開してみては 

・ 提出された改善提案に対して評価を 

 

11 
酒 井 裕 史 

（民政会） 

環境 

 ○ 条件付特定外来生物への対応について 

・ 条件付特定外来生物に指定されたアカミミガメとアメリカザリガ

ニの広報状況は 

・ 教育現場への対応は 

・ どうしても飼えなくなった場合の対応は 

 

情報連携 

○ 京都府ホームページへの情報連携について 

・ 公共施設予約システムとの連携について 

・ 京都府ホームページの地図情報、統合型地理情報システムへの連

携状況は 

・ 京都府ホームページの地図情報、地域コミュニティへの情報連携

について 

 

 

 

 

 

 



【一般質問】 

令和５年６月２９日（木）午前９時３０分から（発言者５人） 

順 質  問  者 質      問      事      項 

12 
本 田 文 夫 

（民政会） 

空き家問題 

○ 空き家調査の結果について 

・ 昨年度自治会へ依頼し実施された空き家調査の結果について 

・ 空き家登録されている戸数及び登録を増やすための対策は 

○ 固定資産税徴収について 

・ 所有者不明の戸数について 

・ 所有者不明家屋の固定資産税の徴収方法について 

 ○ 特定空家について 

・ 所有者不明家屋が朽ちた場合の対応について 

・ 所有者不明家屋を減らす対策について 

 

公共施設 

○ 使用しなくなった公共施設の対応について 

・ 綾部市所有の使用しなくなった施設の数は 

・ 今後の対応について 

○ 使用しなくなった小学校のプールについて 

・ 市内の小学校でプールを使用しなくなった数は 

・ 今後の対応について 

 

都市計画 

○ 新都市公園について 

・ 工事着工までの環境対策は 

・ 建設後の防犯対策について 

○ かわまちづくり計画について 

・ 今年度から策定が予定されているかわまちづくり計画の概要は 

 

教育 

○ コウノトリについて 

・ 綾部市の現在の繁殖状況は 

・ コウノトリの保護及び共生に関する条例の制定について 

  ・ 天然記念物再生事業の設置について 

 

13 
河 北 ひさ子 

（みらいのあやべ） 

人権 

○ 男女共同参画に向けて 

・ 男女共同参画を推進する学習の場、機会の状況は 

・ 家庭・地域における男女共同参画の推進状況は 

・ 防災分野における男女共同参画の推進についての動向は 

・ 女性の政策決定への参画状況は 

 

14 
柳 原 秀 一 

（創政会） 

観光 

○ 観光を切り口にした経済戦略について 

・ 観光を経済戦略の一環としてどのように位置づけしているのか 

・ 観光戦略として、どのような目標や計画をもっているか 

・ 持続可能な観光に関しての取組は 



・ 観光業を促進するために行っているマーケティングやプロモーシ

ョン活動の状況と今後の展開は 

 

商工 

○ 地域の人材確保について 

・ 人材確保に伴う市の取組について 

・ 京都府の就労・奨学金返済一体型支援事業について 

・ 市独自の奨学金返済制度を導入しては 

 

消防 

○ 京都中北部地域消防指令センター事業について 

・ 消防指令センターの進捗状況は 

・ 消防活動における出動体制の変化は 

・ １１９番通報の切替え時期の対応について 

・ 消防団への出動要請等の方法は 

・ 現在の綾部市指令センターは、今後どのような役割を果たすのか 

・ 市民への周知方法は 

 

15 
中 島 祐 子 

（みらいのあやべ） 

福祉・人権 

 ○ 手話コミ条例制定から５年の到達点と今後の取組について 

・ 手話コミ条例制定後の取組状況は 

・ 市民全体の理解促進のため、手話あいさつ週間や学校での手話体

験の取組は 

・ 聞こえにくい方に対する綾部市立病院の窓口対応や耳鼻科の充実

は 

・ 軽度・中等度難聴者への補聴器補助の検討は 

・ 聞こえにくい方に対するコミュニケーション手段の活用への取組

は 

・ 事業者への「合理的配慮」義務づけ実施に向けた周知・支援を 

 

母子保健・子育て 

○ 母子手帳アプリの導入について 

・ 京都府が改訂した母子健康手帳「親子手帳」の変更点と綾部市の

対応は 

・ 母子保健記録のマイナポータルによる電子化の見通しは 

・ 子育て情報の提供状況は 

・ 母子手帳アプリ導入の検討を 

 



 

16 
井 田 佳代子 

（日本共産党） 

くらし 

○ 続く物価高騰への対策について 

・ 市民のくらしはさらに苦しくなっていると思うが市長の考えは 

・ 物価高騰対策の具体的な考えは 

・ 生活相談の充実が必要と考えるがどうか 

 

防災 

 ○ 避難所環境整備について 

・ 災害支援の国際基準があるがどのように受け止めているか 

・ 問題点や課題はあるのか 

・ 国から体育館の空調設備設置や断熱性の確保補助が出されている

が検討は 

○ 家屋の浸水対策について 

・ 近年の家屋の浸水被害の件数は 

・ 家屋の浸水被害による市の対応は 

 

 


